
●i

19

国
保
の
変
更
届
け
は

日
以
内
に

14

　
転
入
や
転
出
、
健
康
保
険
の
種
類
や

記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
ら
、
世
帯

主
が
戸
籍
住
民
課
か
各
支
所
、
各
行
政

セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
。
ほ
か
の
健
康

保
険
に
加
入
し
て
も
、
国
保
を
や
め
る

手
続
き
を
し
て
い
な
い
と
保
険
税
を
二

重
に
支
払
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
国
保

へ
の
加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
国
保
税
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

冗
戸
籍
住
民
課

市
有
地
を
公
売
し
ま
す

　
場
所
＝
サ
ン
ヒ
ル
ズ
石
坂
団
地
内
1

区
画
、
美
崎
が
丘
団
地（
大
潟
町
）内
7

区
画
、
福
石
中
学
校
裏
造
成
地
2
区
画

公
売
方
法
＝
一
般
競
争
入
札
　
申
し
込

み
方
法
＝
7
月
　
日
～
8
月
　
日
正
午

10

28

ま
で
に
入
札
参
加
申
込
書
、
身
元
証
明

書（
法
人
の
場
合
は
履
歴
事
項
全
部
証

明
書
）、
印
鑑
証
明
書
を
財
産
管
理
課

へ
提
出
　
入
札
日
時
＝
8
月
　
日
　
時

29

10

冗
財
産
管
理
課

中
小
企
業
金
融
公
庫
出
張
相
談

　
と
き
＝
8
月
7
日
　
～
　
時
　
と
こ

13

15

ろ
＝
佐
世
保
商
工
会
議
所

冗
佐
世
保
商
工
会
議
所
緯
　
・
6
1
2
1

22

　最
低
賃
金
法
の
一
部
改
正

　「
最
低
賃
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」が
平
成
　
年
　
月
5
日
に
公
布

19

12

さ
れ
ま
し
た
　
主
な
改
正
点
＝
す
べ
て

の
地
域
で
地
域
別
最
低
賃
金
の
決
定
の

義
務
化
▽
地
域
別
最
低
賃
金
額
以
上
の

賃
金
が
支
払
わ
れ
な
い
場
合
の
罰
金
額

の
上
限
を
二
万
円
か
ら
五
十
万
円
へ
引

き
上
げ
▽
産
業
別
最
低
賃
金
は
関
係
労

使
の
申
し
出
に
よ
り
決
定
す
る
▽
地
域

別
最
低
賃
金
の
決
定
基
準
の
明
確
化
▽

派
遣
労
働
者
に
は
派
遣
先
の
地
域
別

（
産
業
別
）最
低
賃
金
を
適
用
ー
な
ど

冗
長
崎
労
働
局
賃
金
室

緯
0
9
5
・
8
0
1
・
0
0
3
3

市
特
産
品
や
県
産
品
の
ご
利
用
を

　
お
中
元
に
、
全
国
に
誇
れ
る
豊
か
な

山
の
幸
、
海
の
幸
の
ご
利
用
を
。
県
産

品
・
特
産
品
総
合
販
売
サ
イ
ト
＝

http://w
w
w
.e-nagasaki.com

        
 
 
               /

 

冗
企
業
立
地
・
観
光
物
産
振
興
局

県
立
農
業
大
学
校
説
明
会

　
と
き
＝
8
月
　
日
　
時
　
分
～
　
時

20

13

30

14

　
分
　
と
こ
ろ
＝
長
崎
県
県
北
農
業
改

30良
普
及
セ
ン
タ
ー（
吉
井
町
大
渡
）　
内

容
＝
教
育
内
容
や
学
費
、
入
学
試
験
の

説
明
等
　
申
し
込
み
＝
7
月
7
日
～
8

月
　
日
ま
で
電
話
で
農
業
大
学
校
へ

15
冗
長
崎
県
立
農
業
大
学
校

緯
0
9
5
7
・
　
・
1
0
1
6

26

安
全
・
安
心
住
ま
い
づ
く
り
支
援
事
業

　
地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被

害
を
軽
減
す
る
た
め
、
市
に
耐
震
診
断

を
申
請
し
た
場
合
、
診
断
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
診
断
の
結
果
、

耐
震
基
準
に
適
合
し
な
い
と
判
定
さ
れ

た
住
宅
に
つ
い
て
、
工
事
費
の
2
分
の

1（
上
限
六
十
万
円
）を
助
成
し
ま
す
　

対
象
＝
昭
和
　
年
5
月
　
日
以
前
に
市

56

31

内
に
建
設
さ
れ
た
一
戸
建
て
木
造
住
宅

で
、
住
宅
の
所
有
者
が
居
住
中
の
も
の

助
成
額
＝
診
断
費
三
万
円（
自
己
負
担

額
一
万
五
千
円
）　
※
申
し
込
み
方
法

な
ど
詳
し
く
は
お
尋
ね
を（
申
請
書
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
）。同
課
で
は
、耐
震
改
修

な
ど
の
住
宅
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

冗
建
築
指
導
課

都
市
計
画
基
礎
調
査
を
実
施

　
市
内
全
域
に
お
け
る
都
市
計
画
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
人
口
、
産
業
、

土
地
利
用
な
ど
を
調
査
し
ま
す
　
対
象

＝
市
内
全
域
　
調
査
期
間
＝
7
月
～
来

年
3
月
中
旬（
予
定
）　
調
査
方
法
＝
航

空
写
真
、
住
宅
地
図
、
家
屋
課
税
台
帳
、

土
地
課
税
台
帳
、
建
築
確
認
台
帳
な
ど

を
基
に
調
査
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て

現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す
　
※
各
台
帳

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
市
個
人
情
報
保

護
条
例
に
基
づ
き
、
第
三
者
へ
遺
漏
が

な
い
よ
う
厳
正
に
管
理
し
ま
す
。

冗
都
市
計
画
課

information

本市と世知原茶振興会では、6月から市役
所、各支所、各行政センターの窓口へ婚姻
届を提出した新婚夫婦に、本市特産品の世
知原茶をプレゼントします。急須で淹れ
るお茶のおいしさを夫婦仲良く味わって
ください。

冗農業畜産課

人権擁護委員は市長から候補者として推
薦され、法務大臣から委嘱されます。市
内では18人の委員が活動しています。
合同庁舎（木場田町）内の長崎地方法務局
佐世保支局に常設されている相談所で、
差別やいじめ、虐待などさまざまな相談
に応じています。お気軽にご相談くださ
い。相談所開設＝月～金曜9～16時（祝
日を除く）　専用電話＝24-4850
冗人権啓発課

新婚夫婦に世知原茶をプレゼント！

人権シリーズ「人権擁護委員」

topics

●

18

祝
日
の
燃
や
せ
る
ご
み
収
集

　
7
月
　
日（
海
の
日
）＝
収
集
し
ま
す

21

冗
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

緯
　
・
2
4
2
8

32
計
量
器
定
期
検
査
日
程（
7
月
分
）

　
と
き
、
と
こ
ろ
＝
①
　
日
　
～
　
時
、

10

14

16

世
知
原
行
政
セ
ン
タ
ー
②
　
日
　
～
　

15

14

16

時
、
ひ
ま
わ
り
の
館（
吉
井
町
前
岳
）③

　
日
9
～
　
時
、
宇
久
行
政
セ
ン
タ
ー

18

12

④
　
日
　
～
　
時
、
小
佐
々
行
政
セ
ン

22

10

15

タ
ー
　
※
家
庭
用
計
量
器
の
検
査
は
無
料
。

冗
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
緯
　
・
2
5
9
2

22

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
と
き
＝
7
月
　
～
　
日
　
ス
ロ
ー
ガ

10

19

ン
＝
締
め
た
か
な
　
後
ろ
の
席
も
　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
　
運
動
の
重
点
＝
す
べ

て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
▽

飲
酒
運
転
の
根
絶
▽
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
▽
自
転
車
と
二
輪
車
の
交
通
事

故
防
止
　
※
夕
暮
れ
時
に
お
け
る
早
め

点
灯
、
雨
天
・
曇
天
時
の
点
灯
に
ご
協

力
を
。

冗
交
通
安
全
対
策
課
　

7
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」強
調
月
間
で
す

　
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
予
防
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

冗
同
運
動
佐
世
保
地
区
実
施
委
員
会

緯
　
・
3
1
8
8

25
原
爆
投
下
の
日
に
黙
と
う
を

　
昭
和
　
年
8
月
6
日
8
時
　
分
に
広

20

15

島
市
、
9
日
　
時
2
分
に
長
崎
市
へ
原

11

爆
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。
犠
牲
者
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る
た
め
、
投
下
時
刻

に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
黙
と
う

に
ご
協
力
を
。

冗
地
域
振
興
課

業
務
を
委
託（
平
成

年
度
）

20

　【
三
川
内
焼
伝
統
産
業
会
館
の
使
用

料
、
冷
暖
房
使
用
料
の
徴
収
】
三
川
内

陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
へ
　【
宇
久
地

区
ご
み
処
理
手
数
料
の
徴
収
と
収
納
】

同
地
区
内
　
地
区
代
表
者
へ

25

平
成

年
に
所
得
が
大
幅
に
減
っ

19

た
人
は
減
額
申
告
書
の
提
出
を

　
平
成
　
年
に
所
得
が
減
り
、
市
県
民

19

税
の
税
率
変
更
の
結
果
、
税
負
担
の
増

加
の
影
響
だ
け
を
受
け
る
人
に
減
額
申

告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
期
間

内
に
市
民
税
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
　
提
出
期
間
＝
7
月
1
～

　
日
必
着
　
※
平
成
　
年
1
月
2
日
以

31

19

降
の
転
入
者
は
、
1
月
1
日
現
在
住
ん

で
い
た
市
町
村
へ
お
尋
ね
を
。

冗
市
民
税
課

7
月
は
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保

険
税
第
2
期
分
の
納
付
月
で
す

　
忘
れ
ず
に
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
め
忘
れ
が
な
く
、
便
利
な
口
座
振
替

や
納
税
組
合
の
ご
利
用
を
。　

冗
納
税
課

基
準
収
入
額
適
用
申
請
書
の
提
出
を

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
と
　
～
70

　
歳
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
、

74基
準
収
入
額
適
用
申
請
が
必
要
な
人
に

は
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
必
ず
期
限

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。　

冗
国
民
健
康
保
険
課

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
に
ご
注

意
を

　
国
保
税
を
長
期
間
滞
納
す
る
と
、
保

険
証
の
有
効
期
間
が
短
く
な
る
場
合
や
、

診
療
費
が
一
時
的
に
全
額（
　
割
）自
己

10

負
担
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

冗
国
民
健
康
保
険
課

国
民
年
金
の
免
除
申
請
を
お
忘
れ

な
く

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
人
で
も
、
将
来
、
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま

た
不
慮
の
事
故
等
で
障
が
い
が
残
っ
た

際
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
　

手
続
き
＝
社
会
保
険
事
務
所
、
市
役
所

戸
籍
住
民
課
、
各
支
所
、
各
行
政
セ
ン

タ
ー
で
　

冗
佐
世
保
社
会
保
険
事
務
所

緯
　
・
1
1
4
8

34
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
の

更
新

　
7
月
に
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
の
負
担
割
合
を
、
前
年
の
所
得
に
基
づ

き
変
更
し
ま
す
。
該
当
者
に
は
7
月
下

旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す

※
8
月
1
日
か
ら
病
院
に
か
か
る
と
き

は
、
新
し
い
受
給
者
証
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

冗
戸
籍
住
民
課

LIFEANDINFORMATION

市役所各課へは
代表番号緯24-1111
からおつなぎします。


